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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
・
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
報
告

「
名
古
屋
市
立
大
学
憲
法
・
教
育
法

判
例
研
究
会
」
は
、
会
長
・
菅
原
真
、

事
務
局
長
・
森
敦
嗣
氏
（
本
研
究
科
博

士
前
期
課
程
・
院
生
）、
事
務
局
次
長
・

小
島
俊
樹
氏
（
高
校
教
諭
、
本
研
究
科

博
士
前
期
課
程
・
院
生
）
の
体
制
の

下
、
毎
月
第
三
水
曜
日
の
夜
、
人
間
文

化
研
究
所
を
会
場
に
例
会
を
開
催
し
て

い
る
。
年
末
に
は
恒
例
の
「
望
年
会
」

を
開
催
し
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め

た
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
本
研
究
科
の

サ
イ
ト
（
研
究
会
・
報
告
会
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
）
を
見
て
の
お
申
し
込
み

に
よ
る
ご
入
会
や
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
大
学
事
務
職
員
で
学
生

の
教
務
指
導
・
生
活
指
導
を
し
て
お
ら

れ
る
方
か
ら
は
、「
更
な
る
自
己
研
鑽・

自
己
啓
発
の
た
め
に
学
校
教
育
に
関
す

る
法
令・判
例
等
を
徹
底
的
に
研
究
し
、

自
己
の
業
務
に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
の

理
由
書
を
添
え
て
ご
入
会
い
た
だ
い
て

い
る
。

例
会
で
は
、
毎
回
、
一
つ
の
判
例
に

つ
い
て
報
告
者
が
事
件
概
要
・
判
旨
・

解
説
か
ら
な
る
報
告
を
行
い
、
質
疑
応

答
を
し
た
後
、
報
告
者
が
設
定
し
た
論

点
に
基
づ
い
て
会
員
相
互
間
で
議
論
を

行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
例
会
で

扱
っ
た
判
例
・
報
告
者
等
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

第
七
回
例
会（
一
月
一
九
日
）は「
宗

教
上
の
理
由
に
基
づ
く
『
剣
道
』
不
受

講
事
件
」
最
高
裁
一
九
九
六
年
三
月
八

日
判
決
・
民
集
五
〇
巻
三
号
四
六
九
頁

（
報
告
者
・
横
山
晃
嗣
）、
第
八
回
例
会

（
二
月
一
六
日
）
は
「
尊
属
殺
重
罰
規

定
違
憲
判
決
」
最
高
裁
一
九
七
三
年
四

月
四
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
二
七
巻
三

号
二
六
五
頁
（
報
告
者
・
小
澤
春
菜
）、

第
九
回
例
会
（
五
月
一
八
日
）
は
「
中

津
川
代
読
訴
訟
・
第
一
審
判
決
」
岐

阜
地
裁
二
〇
一
〇
年
九
月
二
二
日
判

決
・
判
時
二
〇
九
九
号
八
一
頁
（
報
告

者
・
菅
原
真
）、
第
一
〇
回
例
会
（
六

月
一
五
日
）
は
「
国
歌
斉
唱
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
事
件
・
控
訴
審
判
決
」

東
京
高
裁
二
〇
一
一
年
一
月
二
八
日
判

決
・
判
例
集
未
登
載
（
報
告
者
・
森
敦

嗣
）、
第
一
一
回
例
会
（
七
月
二
〇
日
）

は
「
大
阪
・
新
勤
評
反
対
訴
訟
・
控
訴

審
判
決
」
大
阪
高
裁
二
〇
一
〇
年
二
月

一
九
日
判
決
・
判
例
集
未
登
載
（
報
告

者・小
島
俊
樹
）、第
一
二
回
例
会（
一
〇

月
一
九
日
）
は
「
犯
罪
被
害
者
等
の
保

護
の
た
め
の
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
尋

問
と
『
公
開
裁
判
の
原
則
』」
最
高
裁

二
〇
〇
五
年
四
月
一
四
日
判
決
・
刑
集

五
九
巻
三
号
二
五
九
頁
（
報
告
者
・
岡

部
周
作
）、
第
一
三
回
例
会
（
一
一
月

一
六
日
）は「
東
海
大
学
安
楽
死
事
件
」

横
浜
地
裁
一
九
九
五
年
三
月
二
八
日
判

決
・
判
時
一
五
三
〇
号
三
七
頁
（
報
告

者・伊
藤
南
）、
第
一
四
回
例
会
（
一
二

月
二
一
日
）
は
「
天
草
市
（
旧
本
渡
市
）

立
小
学
校
『
体
罰
』
損
害
賠
償
請
求
事

件
」
最
高
裁
二
〇
〇
九
年
四
月
二
八
日

判
決・民
集
六
三
巻
四
号
九
〇
四
頁（
報

告
者
・
山
川
裕
貴
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
毎
回
、
教
育
法
ま
た

は
憲
法
に
関
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
た
。
本
研
究
会
の
学

生
・
院
生
会
員
の
中
か
ら
は
、
毎
年
、

法
科
大
学
院
へ
の
合
格
者
を
出
し
、
ま

た
中
高
社
会
科
の
教
員
免
許
取
得
者
を

出
し
て
い
る
。
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い

く
学
生
・
院
生
会
員
の
今
後
の
ご
活
躍

を
祈
り
た
い
。

な
お
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
本
研
究

科
を
ご
退
職
さ
れ
た
丹
羽
孝
名
誉
教
授

か
ら
、
先
生
が
大
学
院
生
時
代
に
ご
研

究
し
て
お
ら
れ
た
教
育
法
関
連
の
貴
重

な
書
籍
及
び
資
料
を
菅
原
研
究
室
に
ご

恵
贈
た
ま
わ
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
研
究
会
の
会
員
に
よ
る

関
連
学
会
で
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介

す
る
と
、
教
育
法
分
野
で
は
、
院
生
会

員
の
小
島
俊
樹
氏
が
日
本
教
育
法
学
会

第
四
一
回
定
期
総
会
（
二
〇
一
一
年
五

月
二
八
～
二
九
日
、
於
新
潟
大
学
）
に

て
「
高
校
生
の
貧
困
問
題
」
と
題
す
る

報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年

秋
に
は
、
菅
原
も
分
担
執
筆
し
て
い
る

日
本
教
育
法
学
会
創
立
四
〇
周
年
記
念

『
教
育
法
の
争
点
』（
仮
題
）
が
法
律
文

化
社
か
ら
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
・
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
報
告

「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
研
究
会
」

は
、
本
年
も
主
宰
・
村
井
忠
政
（
本
学

名
誉
教
授
）、
事
務
局・房
岡
光
子
（
本

研
究
科
研
究
員
）
の
体
制
の
下
、
活
発

な
活
動
を
行
っ
た
。
毎
月
一
～
二
回
、

夜
七
時
か
ら
二
時
間
、
人
間
文
化
研
究

所
を
会
場
に
合
計
一
五
回
の
例
会
を
開

催
し
た
。
ま
た
、
八
月
に
は
フ
ラ
ン
ス

料
理
店
で
「
夏
の
親
睦
会
」
を
、
一
二

月
に
は「
年
末
の
懇
親
会
」を
行
な
い
、

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
た
。
以
下
、

各
月
の
例
会
に
お
け
る
報
告
者
と
報
告

タ
イ
ト
ル
を
記
す
。

二
〇
一
一
年
一
月
第
一
回
例
会
（
一

月
一
二
日
）
で
は
村
井
忠
政
・
本
学
名

誉
教
授
に
よ
る
「
現
代
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
け
る
移
民
第
二
世
代
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
ポ
ル

テ
ス
ら
の
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
調
査
結
果
よ
り

―
」、
第
二
回
例
会
（
一
月
二
六
日
）

で
は
南
山
短
期
大
学
・
関
口
知
子
准
教

授
と
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
徳
永
ゆ
り
ゴ

ン
サ
ル
ベ
ス
氏
に
よ
る
「
背
中
合
わ
せ

の
二
つ
の
故
郷
：
突
き
当
た
る
壁
、
越

え
ら
れ
な
い
時
差
一
二
時
間
の
壁
」
が

報
告
さ
れ
た
。

二
月
第
一
回
例
会
（
二
月
九
日
）
で

は
名
古
屋
学
院
大
学
外
国
語
学
部
・
佐

竹
眞
明
教
授
に
よ
る
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
―

日
本
国
際
結
婚
―
多
文
化
共
生
の
視

点
か
ら
」、
第
二
回
例
会
（
二
月
二
三

日
）
で
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
・
阿
部
亮
吾
助
教
に
よ
る
「
ロ
ー

カ
ル
な
多
文
化
共
生
の
理
想
と
現
実
―

名
古
屋
市
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
移
民
エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団
を
事
例
に
―
」
が
報
告
さ

れ
た
。

三
月
例
会
（
三
月
九
日
）
で
は
本
研

究
科
博
士
後
期
課
程
院
生
・
伊
藤
泰
子

氏
に
よ
る
「
文
学
の
中
のdeaf

」、
三

月
臨
時
研
究
会
（
三
月
二
三
日
）
で
は

近
畿
大
学
短
期
大
学
部
・
小
松
史
朗
准

教
授
に
よ
る
「
多
文
化
共
生
の
た
め
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た

め
の
課
題
―
中
京
地
域
の
課
題
―
」
が

報
告
さ
れ
た
。

四
月
例
会
（
四
月
一
三
日
）
で
は
愛

知
学
院
大
学
・
名
城
大
学
非
常
勤
講
師

の
賽
漢
卓
娜
（
サ
イ
ハ
ン
ジ
ュ
ナ
）
氏

に
よ
る
「
中
国
か
ら
の
女
性
結
婚
移
民

―
交
差
す
る
戦
略
、
移
動
と
階
層
―
」、

四
月
臨
時
研
究
会
（
四
月
二
七
日
）
で

は
名
古
屋
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
の

M
ary A

ngeline D
a-anoy

（
メ
ア

リ
ー
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ン
・
ダ
ア
ノ
イ
）

氏
に
よ
る
「
愛
知
県
春
日
井
市
の
多
文

化
共
生
プ
ラ
ン
と
居
住
外
国
人
の
参

画
」（in English

）
が
報
告
さ
れ
た
。

五
月
例
会
（
五
月
二
五
日
）
で
は
日

本
学
術
振
興
会・特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ（
東

北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
の
安
達

智
史
氏
に
よ
る
「
若
者
ム
ス
リ
ム
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
管
理
―
再
帰
性
に
着

目
し
て
」
が
報
告
さ
れ
た
。

六
月
例
会
（
六
月
八
日
）
で
は
村
井

忠
政
・
本
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
現
代

ア
メ
リ
カ
の
新
移
民
第
二
世
代
の
同
化

と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役

割
―
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
社
会
関

係
資
本
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
条
件

は
何
か
―
」、
六
月
臨
時
研
究
会
（
六

月
二
二
日
）
で
は
修
文
大
学
短
期
大
学

部
非
常
勤
講
師
で
元
・
東
北
大
学
（
中

華
人
民
共
和
国
遼
寧
省
瀋
陽
市
）
日
本

語
学
部
専
任
教
員
の
山
田
陽
子
氏（
現・

本
学
非
常
勤
講
師
）
に
よ
る
「
異
文
化

を
も
つ
人
た
ち
と
地
域
支
援
お
よ
び
自

ら
の
異
文
化
体
験
」
が
報
告
さ
れ
た
。

七
月
例
会
（
七
月
二
七
日
）
で
は
京

都
文
教
大
学
客
員
研
究
員
の
石
川
真
作

氏
に
よ
る
「『
移
民
国
家
』
ド
イ
ツ
の

社
会
空
間
―
『
並
行
社
会
』
と
『
統
合
』

の
狭
間
で
―
」
が
報
告
さ
れ
た
。

八
月
例
会
（
八
月
二
四
日
）
で
は
行

政
書
士
の
櫻
井
謙
至
氏
に
よ
る
「
外
国

人
が
す
る
入
国
管
理
局
や
市
町
村
等
へ

の
手
続
き
面
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
」

が
報
告
さ
れ
た
。

九
月
第
一
回
例
会
（
九
月
一
四
日
）

で
は
村
井
忠
政
・
本
学
名
誉
教
授
に
よ

る
「
乏
し
い
人
的
資
本
と
敵
対
的
な
編

入
様
式
が
結
び
つ
い
た
と
き
ど
の
よ
う

な
結
果
が
予
想
さ
れ
る
か
―
現
代
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
系
移
民
グ

ル
ー
プ
を
典
型
事
例
と
し
て
―
」、
九

月
臨
時
研
究
会
（
九
月
二
八
日
）
で
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文
化
共
生
リ
ソ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
東
海
代
表
理
事
の
土
井
佳
彦
氏

に
よ
る
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
外

国
人
支
援
か
ら
考
え
る
多
文
化
共
生
」

が
報
告
さ
れ
た
。

一
〇
月
例
会
（
一
〇
月
一
二
日
）
で

は
南
山
大
学
外
国
語
学
部
・
森
千
香
子

准
教
授
に
よ
る
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

〈
郊
外
の
若
者
〉
の
経
験
と
イ
ス
ラ
ー

ム
に
つ
い
て
」、
一
〇
月
臨
時
研
究
会

（
一
〇
月
二
八
日
）
で
は
名
古
屋
大
学・

山
口
博
特
任
講
師
に
よ
る
「
論
文
評
・

ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ト
ゥ
ル
ニ
エ
著
『
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
若
者
の
社
会
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化
の
様
式
と
特
徴
―
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
調

査
の
結
果
』
よ
り
」
が
報
告
さ
れ
た
。

一
一
月
例
会
（
一
一
月
九
日
）
で
は

本
学
非
常
勤
講
師
・
山
田
陽
子
氏
に
よ

る「
満
洲
―
日
本
人
の
足
跡
を
た
ど
る
」

が
報
告
さ
れ
た
。

一
二
月
例
会
（
一
二
月
一
四
日
）
で

は
永
井
太
郎
医
師
に
よ
る
「
ブ
ラ
ジ
ル

に
お
け
る
在
日
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
達
の

生
い
立
ち
、生
活
環
境
、物
の
考
え
方
、

教
育
水
準
、
行
動
形
態
」
が
報
告
さ
れ

た
。な

お
、
本
研
究
会
会
員
の
多
く
が
参

加
す
る
名
古
屋
多
文
化
共
生
研
究
会

（
会
長
＝
村
井
忠
政
・
本
学
名
誉
教
授
）

は
、九
月
二
四
日
、本
校
を
会
場
に
「
日

系
移
民
と
宗
教
を
め
ぐ
っ
て
」
を
テ
ー

マ
に
秋
季
年
次
大
会
を
開
催
し
た
。
ま

た
同
じ
く
移
民
政
策
学
会
（
会
長
＝
明

星
大
学
・
渡
戸
一
郎
教
授
）
も
、
一
二

月
一
〇
日
、
本
校
を
会
場
に
「
移
民
を

巡
る
災
害
支
援
―
東
日
本
大
震
災
の
現

場
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
二
〇
一
一
年
度

冬
季
大
会
を
開
催
し
、
約
一
〇
〇
名
の

参
加
で
成
功
裡
に
終
了
し
て
い
る
。

最
後
に
、
本
研
究
会
の
会
員
に
よ
る

書
籍
が
二
〇
一
一
年
も
数
多
く
出
版
さ

れ
て
い
る
の
で
、
紹
介
す
る
。
近
藤
敦

編
著
『
多
文
化
共
生
政
策
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
』（
明
石
書
店
）、
米
勢
治
子
ほ

か
編『
公
開
講
座
多
文
化
共
生
論
』（
ひ

つ
じ
書
房
）、
賽
漢
卓
娜
『
国
際
移
動

時
代
の
国
際
結
婚
―
日
本
の
農
村
に
嫁

い
だ
中
国
人
女
性
』（
勁
草
書
房
）、
佐

竹
眞
明
『
在
日
外
国
人
と
多
文
化
共
生

―
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
』

（
明
石
書
店
）、
山
田
陽
子
『
図
説
満
州

―
日
本
人
の
足
跡
を
た
ど
る
』（
梅
田

出
版
）、
リ
デ
ィ
ア
・
Ｎ
．
ユ
ー
・
ホ

セ
編
著
（
佐
竹
眞
明
ほ
か
訳
）『
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
日
本
の
戦
後
関
係
―
歴
史
認

識
・
文
化
交
流
・
国
際
結
婚
』（
明
石

書
店
）、
阿
部
亮
吾
『
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

の
地
理
学
―
移
民
エ
ス
ニ
ッ
ク
空
間
を

問
う
』（
古
今
書
院
）、
石
川
真
作
ほ
か

編
『
周
縁
か
ら
照
射
す
る
Ｅ
Ｕ
社
会
―

移
民
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
の
人
類
学
』（
世
界
思
想
社
）

な
ど
で
あ
る
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
・
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
報
告

今
年
度
は
ド
イ
ツ
語
圏
若
手
作
家
た

ち
の
朗
読
会
を
中
心
に
活
動
し
た
。
場

所
は
い
ず
れ
も
名
古
屋
市
立
大
学
一
号

館
五
一
五
号
室
で
あ
る
。

詩
人
ア
ン
・
コ
ッ
ト
ン
（
本
学
客
員
講

師
）
朗
読
・
討
論
会

日
時
：
四
月
二
三
日
（
土
曜
日
）
午
後

ア
ン
・
コ
ッ
ト
ン
氏
は
、
三
〇
歳
に

し
て
大
手
出
版
社
か
ら
五
冊
の
著
作
を

発
表
す
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
若

手
詩
人
と
し
て
は
異
例
の
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
有
望
作
家
で
あ
る
。
そ
の

詩
の
特
徴
は
、
現
実
と
非
現
実
の
狭
間

に
浮
上
す
る
思
想
的
な
断
層
を
ポ
エ

ジ
ー
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
豊
富
で

奇
矯
な
語
彙
結
合
と
新
た
な
連
想
へ
の

広
が
り
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
と

ユ
ー
モ
ア
を
併
せ
持
ち
な
が
ら
読
者
を

独
自
の
詩
空
間
へ
と
誘
う
。
そ
の
詩
学

的
な
原
理
は
、「
印
象
と
判
断
の
乖
離
」

を
知
覚
す
る
方
法
意
識
と
も
呼
べ
る
も

の
で
あ
り
、
自
作
朗
読
に
お
い
て
示
さ

れ
た
ヘ
ル
メ
ス
詩
に
は
そ
の
特
徴
が
現

れ
て
い
る
。「
統
括
的
か
つ
詩
的
な
火

花
」
が
呼
び
起
こ
す
日
常
の
異
化
作
用

と
幻
想
空
間
へ
の
誘
発
が
言
葉
の
反
転

手
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
読
者
を

挑
発
す
る
ポ
エ
ジ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

作
家
朗
読
会
（
在
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大

使
館
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
後
援
）

日
時
：
五
月
二
一
日
（
土
曜
日
）
午
後

作
家
紹
介
：
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ェ
ダ
マ

イ
ア
ー
（
作
家・翻
訳
家・

広
島
大
学
教
授
） 

招
待
作
家
：
ク
サ
ー
ヴ
ァ
・
バ
イ
ヤ
ー

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
作
家
）

ま
ず
フ
ェ
ダ
マ
イ
ア
ー
氏
の
適
確
な

紹
介
の
後
、
三
つ
の
小
品
が
朗
読
さ

れ
、
質
疑
応
答
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で

オ
ー
ス
ト
リ
ア
若
手
作
家
を
取
り
巻
く

状
況
や
問
題
意
識
が
伺
わ
れ
興
味
深

か
っ
た
。
バ
イ
ヤ
ー
の
作
品
は
、
若
い

人
々
の
新
し
い
感
性
が
丁
寧
に
描
か
れ

て
お
り
、
旧
世
代
の
作
家
た
ち
と
は
異

な
る
時
代
意
識
と
世
界
観
、
人
生
観
に

触
れ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
語
り
手

は
、
世
界
に
正
面
か
ら
向
か
い
合
う
よ

り
も
、
現
実
や
事
象
、
あ
る
い
は
ま
た

自
己
に
対
し
て
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
満
ち
た

距
離
を
取
り
、
逃
走
の
線
を
引
い
て
い

く
。
日
常
の
表
層
を
軽
や
か
に
歩
み
な

が
ら
、
因
果
性
や
論
理
性
か
ら
遠
ざ
か

り
つ
つ
、
幻
像
と
現
実
の
狭
間
に
揺
れ

て
い
く
。
そ
こ
に
乾
い
た
抒
情
性
と
も

言
う
べ
き
独
特
の
距
離
感
や
虚
無
感
が

広
が
り
、
か
と
い
っ
て
深
刻
な
社
会
的

テ
ー
ゼ
の
よ
う
な
も
の
は
見
え
て
こ
な

い
。
こ
の
独
自
の
遊
戯
性
と
自
己
ア
イ

ロ
ニ
ー
の
混
淆
す
る
「
物
語
」
は
、
多

少
と
も
ロ
ー
ド
ム
ー
ヴ
ィ
ー
の
展
開
に

似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
行
方

は
茫
漠
た
る
「
明
る
い
混
沌
」
の
な
か

に
広
が
っ
て
い
く
。

作
家
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト
・
ツ
ァ
ン
ダ
ー
朗

読
・
討
論
会

日
時
：
七
月
二
三
日
（
土
曜
日
）
午
後

ま
ず
ア
ン
・
コ
ッ
ト
ン
氏
が
ツ
ァ
ン

ダ
ー
文
学
を
紹
介
し
た
後
、
朗
読
に

入
っ
た
。
ツ
ァ
ン
ダ
ー
氏
は
、
五
百

頁
と
い
う
大
部
の
「
自
伝
的
」
小
説

『D
inge, die w

ir heute sagten

』

の
一
部
と
、
詩
集
『oder tau

』
の

中
か
ら
三
編
の
詩
を
朗
読
し
た
。
こ
の

小
説
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
に
近
い

東
ド
イ
ツ
の
地
方
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に

出
て
、
故
郷
の
母
親
の
死
を
き
っ
か

け
に
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
人
の
夫
と
息
子
と
一
緒
に
帰
郷

す
る
女
性
主
人
公
の
視
点
の
み
な
ら

ず
、
村
の
様
々
の
人
物
た
ち
の
視
点
か

ら
、V

orpom
m

ern

地
方
の
村
の
風

土
と
歴
史
を
描
き
、
東
ド
イ
ツ
の
歴
史

に
翻
弄
さ
れ
た
親
子
三
世
代
に
わ
た
る

葛
藤
と
風
景
が
鮮
や
か
で
適
確
な
言
語

表
現
で
描
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

七
〇
年
代
の
ア
ン
チ
郷
土
小
説
の
系
譜

を
断
ち
切
り
、
む
し
ろ
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
牧
歌
と
そ
の
没
落
を
静
謐
な
タ
ッ
チ

で
複
眼
的
に
描
い
て
お
り
、
そ
の
複
層

的
な
構
成
力
と
言
語
表
現
の
巧
み
さ
に

よ
り
、
二
〇
一
一
年
度
の
ド
イ
ツ
図
書

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。
詩
編
は
、

言
語
遊
戯
と
引
用
、
暗
示
を
駆
使
し
た

難
解
な
（
実
験
的
）
ヘ
ル
メ
ス
詩
で
あ

る
が
、
移
り
ゆ
く
様
々
の
表
象
を
展
開

し
な
が
ら
、
き
わ
め
て
音
楽
性
に
富
ん

で
い
る
。
討
論
で
は
、
小
説
に
お
け
る

複
雑
な
人
物
関
係
と
歴
史
的
背
景
に
関

す
る
質
問
か
ら
、
壁
の
崩
壊
時
に
九
歳

だ
っ
た
彼
女
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
東

ド
イ
ツ
か
ら
統
一
ド
イ
ツ
へ
の
道
の
り

を
踏
ま
え
つ
つ
、
作
家
に
至
る
経
緯
に

つ
い
て
も
率
直
に
自
由
に
話
し
て
く
れ

た
。
と
く
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
文

学
創
作
学
科
に
お
い
て
、
彼
ら
作
家
の

卵
た
ち
が
い
か
に
文
学
創
作
修
行
を

行
っ
て
い
る
か
が
例
示
さ
れ
、
興
味
深

　
ド
イ
ツ
現
代
文
化
研
究
会
―
ド
イ
ツ
語
圏
若
手
作
家
た
ち

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科　

土（
つ
ち
や
・
ま
さ
ひ
こ
）

屋
勝
彦
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か
っ
た
。
ま
た
今
後
の
創
作
活
動
と
し

て
定
型
詩
に
よ
る
詩
作
を
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト・ブ
ラ
ン
ト
ナ
ー（
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
本
学

客
員
教
授
）
講
演
会

日
時
：
一
〇
月
二
二
日（
土
曜
日
）午
後

題
目
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
越
境
作
家
た
ち

ブ
ラ
ン
ト
ナ
ー
氏
は
、
韓
国
出
身
の

ド
イ
ツ
語
作
家 Sohn Young
（
代
表

作"Leim
kind"

）、
チ
ェ
コ
出
身
の
ド
イ

ツ
語
作
家 M

ichael Stavaric

（
代
表

作"Brenntage"

）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
出
身

の
ド
イ
ツ
語
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
・
ス
ペ
イ

ン
語
作
家 Zw

etelina D
am

janova-
O

rtega （
代
表
作"As und Tu"

）、

Sina Tahayori （
代
表
作"O

rient-
extrem

"

）
と
い
う
四
名
の
若
手
越
境
作

家
た
ち
を
紹
介
し
た
。 

こ
こ
三
年
ほ
ど

の
間
に
二
〇
名
に
の
ぼ
る
越
境
作
家
に

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
し
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
放

送
・
紹
介
し
た
作
家
た
ち
の
一
部
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
作
家
た
ち
も
、
そ
の
生

い
立
ち
や
経
歴
、
歴
史
的
背
景
は
違
う

も
の
の
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
移
住
し
「
異

質
さ
」
と
「
異
邦
人
性
」
を
感
得
し
つ

つ
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
語
作
家
に
な
っ
た
有

望
な
面
々
で
あ
る
。
寡
黙
な
作
家
か
ら

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
陽
気
な
作
家
ま
で
性

格
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
文
学
創
造
へ

の
意
欲
と
ド
イ
ツ
語
・
文
化
と
格
闘
す

る
そ
の
真
摯
な
姿
勢
に
心
を
う
た
れ
る
。

と
く
に
シ
ュ
タ
ヴ
ァ
リ
ッ
チ
は
、
シ
ュ
ー

ル
な
世
界
と
荒
唐
無
稽
な
る
も
の
、
グ

ロ
テ
ス
ク
な
も
の
と
イ
ロ
ニ
ー
を
結
び
つ

け
る
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ウ
ィ
ー

ン
の
出
版
社 edition exil

の
編
集
長 

Christa Stippinger 

氏
が
、
一
人
で
こ

う
し
た
越
境
作
家
た
ち
を
発
見
し
、
作

品
を
出
版
し
支
援
し
て
き
た
。
そ
こ
か

らV
ladim

ir V
ertlib

やD
im

itre 
D

inev

の
よ
う
な
シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー
賞
を
受

賞
し
て
大
手
の
出
版
社
に
進
出
し
て
い
く

中
堅
作
家
た
ち
も
現
れ
て
き
た
と
い
う
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
作
家
ア
イ
ン
ツ
ィ
ン

ガ
ー
氏
朗
読
・
討
論
会
（
オ
ー
ス
ト
リ

ア
大
使
館
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
後
援
）

日
時
：
一
一
月
二
一
日（
月
曜
日
）夕
方

今
年
度
オ
ー
ス
ト
リ
ア
現
代
文
学
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
招
待
作
家
で
あ
る
ア
イ
ン

ツ
ィ
ン
ガ
ー
氏
の
朗
読
は
、
力
強
く
心

が
こ
も
っ
て
い
て
、
た
ん
に
テ
ク
ス
ト

を
読
ん
で
い
る
よ
り
も
意
味
が
明
確
に

な
り
表
象
が
鮮
や
か
に
浮
か
ん
で
く
る

印
象
で
あ
る
。
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
は

音
符
と
同
様
、
朗
読
に
よ
っ
て
命
が
吹

き
込
ま
れ
る
。
と
り
わ
け
詩
的
テ
ク
ス

ト
は
朗
読
法
に
よ
っ
て
受
容
の
さ
れ
方

が
か
な
り
異
な
る
ゆ
え
に
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
し
て
の
朗
読
が
重
要
な
モ

メ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
は
、
亡
く
な
っ
たErnst Jandl

や

H
.C

.A
rtm

ann

と
い
っ
たW

iener 
G

ruppe

に
近
い
詩
人
た
ち
が
卓
越

し
た
朗
読
者
と
し
て
定
評
が
あ
っ
た

が
、
彼
も
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い

る
よ
う
で
あ
る
。
ア
イ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー

の
作
品
に
は
小
説
と
詩
が
あ
る
が
、
小

説
と
い
っ
て
も
構
造
化
さ
れ
た
ロ
マ
ン

で
は
な
く
、
様
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ア

ネ
ク
ド
ー
テ
が
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
あ
た
か
も
万
華
鏡
の
ご

と
く
響
き
合
っ
て
い
る
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
特
有
の
言

葉
や
造
語
が
多
々
見
ら
れ
、
ロ
ー
カ
ル

な
風
土
性
・
事
柄
や
上
部
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
エ
ト
ス
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま

れ
ユ
ー
モ
ア
を
醸
し
だ
し
て
お
り
、
語

り
手
の
位
置
づ
け
も
背
景
に
退
い
た

り
、
と
き
に
直
接
顔
を
見
せ
つ
つ
読
者

に
語
り
か
け
る
。
文
体
は
ア
バ
ン
ギ
ャ

ル
ド
で
は
な
く
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
あ

る
が
、
文
脈
を
よ
く
と
ら
え
な
い
と
そ

の
ユ
ー
モ
ア
や
イ
ロ
ニ
ー
を
読
み
取
る

の
が
難
し
い
面
が
あ
る
。
細
部
描
写
に

こ
だ
わ
り
つ
つ
、
具
体
的
な
風
景
や
形

象
が
と
き
に
夢
幻
的
な
世
界
へ
と
変
容

し
、
非
現
実
と
現
実
と
が
奇
妙
に
混
ざ

り
合
い
な
が
ら
、
結
末
も
収
束
せ
ず
に

開
か
れ
て
い
て
、
読
者
は
様
々
の
方
向

に
創
造
力
を
広
げ
て
い
く
。
こ
う
し
た

手
法
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
新
主
観
主

義
文
学
の
旗
手
で
あ
っ
た
ブ
リ
ン
ク
マ

ン
の
カ
ッ
ト
ア
ッ
プ
手
法
か
ら
大
き
な

影
響
を
受
け
た
と
自
ら
述
べ
て
い
る
。

講
演
と
本
の
紹
介
（
ユ
ー
デ
ィ
ッ
ト
・

ブ
ラ
ン
ト
ナ
ー
氏
）

日
時
：
二
〇
一
二
年
一
月
二
一
日
（
土

曜
日
）
午
後

ブ
ラ
ン
ト
ナ
ー
氏
は
、
今
執
筆

中
の
著
書 "A

usser Kontrolle 
und in Bew

egung. Reportage 
Japan"

（Picus 2012

）
と
、
前

著 "K
ratzer im

 glaenzenden 
Lack. Reportage Japan"

（Picus 
2011

）
の
な
か
か
ら
一
節
を
朗
読
し
、

そ
の
後
討
論
に
移
っ
た
。
前
著
で
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
の
法
政
大
学
学
生
運
動

の
報
告
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
難
民
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
現
状

か
ら
大
江
健
三
郎
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
な

ど
、
い
ず
れ
も
日
本
社
会
の
様
々
な
様

相
が
、
愛
情
を
持
っ
て
批
判
的
か
つ

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
新
著
で
は
、
東
日
本
大
地
震
・

津
波
と
福
島
原
発
事
故
以
後
の
日
本
の

姿
が
様
々
な
角
度
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て

お
り
、
原
発
事
故
後
の
状
況
の
不
透
明

さ
を
語
る
原
子
力
工
学
の
専
門
家
の
意

見
や
、
苦
境
の
中
で
ひ
た
む
き
に
生
き

る
人
々
の
姿
、
村
上
春
樹
の
最
新
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
な
ど
、
今
後
の
日
本
の
方
向

性
に
つ
い
て
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
両
書
は
日
本
で
翻
訳
出
版
す

る
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
。




